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の据付面積は、結晶系太陽電池モジュールで約 4,000 m2、アモルファス系太陽電池モジュール

で約 7,900 m2 となる。視覚的にデモンストレーション効果を十分期待できる大きさである。ま

た、2008 年のチンギスハーン国際空港の消費電力の年間平均値は 791 kW であるため、余剰電

力の発生する時間帯は限定的になると予想されるが、空港施設の消費電力の少ない時間帯にお

いて余剰電力の売電が期待できる。 

4. プロジェクトの工期及び概略事業費 

製作・施工図面作成から検収・引渡しまでの全体工期は 13 ヵ月と計画した。法律によりコンク

リート打設可能期間が 3 月 15 日～10 月 15 日に限定されているため、初年度にコンクリート打

設が必要な土木建築工事を行い、翌年機材据付工事を行う。 

概略事業費は*.**億円(日本側*.**億円、モンゴル側*,***万円)である。 

5. プロジェクトの妥当性の検証 

プロジェクトの実施の効果として以下の事項が挙げられる。 

1) 電気料金の低減 

PV システムの発電電力量により削減される電気料金は、MNT 25,132,800/年 (約 163 万円)とな

る。(=336,000 kWh × MNT 74.8/kWh) 

2) 二酸化炭素排出量の削減 

PV システムの年間発電電力量による二酸化炭素排出量の削減量は、524 t-CO2/年となる。 

3) デモンストレーション効果 

2008 年の空港利用者数は 599,566 人であり、空港ターミナルビル内に広報ブースを設置し、国

内外の空港利用者に本プロジェクトによる効果をアピールする。 

間接効果としては、再生可能エネルギーの導入促進、啓発効果が期待できる。 

本協力対象事業の上位目標は、モンゴルの再生可能エネルギー導入促進のための制度整備と再

生可能エネルギー導入の実績を高めることである。本プロジェクトはこの上位目標とも整合性

が取れており、首都ウランバートル市に系統連系される PV システムを設置することで、大き

なショーケース効果が期待できる。また、多くの二酸化炭素を排出する石炭火力でほとんどの

電力を賄っているモンゴルでは、再生可能エネルギーの導入による二酸化炭素の削減効果は非

常に高く、地球温暖化対策に十分寄与することになる。更には、メーカーの専門員による技術

指導およびコンサルタントによるソフトコンポーネントにより、技術移転、人材育成を実施し、

持続的な運営・維持管理体制を整備することにより、再生可能エネルギーの普及に繋がるもの

である。 
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点検項目 点検方法 点検内容 

パワーコンディショナー 目視点検 

・破損および腐食 
・接続ケーブルの損傷 
・通気確認 
・異音、振動、異常な熱 
・故障、異常ランプ 
・発電状況 

定期点検(1 回/年程度・ただし日常点検で不審点や異常があった場合は都度行う) 

太陽電池アレイ 目視点検 ・接地線の接続 
・接続端子の緩み 

目視点検 ・接地線の接続 
・接続端子の緩み 

接続箱、集電箱 
測定、試験 ・絶縁抵抗測定 

・開放電圧測定 

目視点検 ・配線の異常 
・通気フィルターの目詰まり 

パワーコンディショナー 
測定、試験 ・発電状況、表示状況確認 

・動作状況確認 
出所: JICA 調査団作成 

3-5 プロジェクトの概略事業費 

3-5-1 協力対象事業の概略事業費 

本プロジェクトを実施する場合に必要となる事業費総額は*.**億円となり、先に述べた日本とモ

ンゴルとの負担区分に基づく双方の経費内訳は、(3)に示す積算条件によれば、次のとおりと見

積もられる。ただし、この額は交換公文上の供与限度額を示すものではない。 

(1) 日本側負担事業費 

日本側の費用負担分の内訳を表 3-5-1-1 に示す。 

表 3-5-1-1  日本側負担の概算総事業費 

事業費合計: *** 百万円

費目 総額(百万円)
機材 ***
調達代理機関費・実施設計・調達監理・技術指導 **

出所: JICA 調査団作成 

(2) モンゴル側負担事業費 

モンゴル側の費用負担分を表 3-5-1-2 に示す。 

表 3-5-1-2  モンゴル側負担の概算総事業費 

項目 経費 
1. 土地発給代金 MNT 272 百万 (17.68 百万円)
2. ゲート建設費用 MNT 1.8 百万 (0.12 百万円)

合計 MNT 273.8 百万 (17.80 百万円)
出所: JICA 調査団作成 

上記の他に、銀行取極め(B/A)手続き費用、支払い授権書(A/P)発給費用、モンゴルへの輸入許可
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取得及びそのための費用の負担がある。 

土地発給代金は土地占有権が発行されると時に 1 度だけ支払う代金で、基本単価は 1 m2 あたり、

MNT 8,000 となっている。この金額は土地の位置する区域の等級により異なり、1 等地の場合、

基本単価の 3 倍、2 等地の場合、2 倍となっている。民間航空庁が申請している土地占有権の対

象となる土地の面積は 17,000 m2 である。この土地を 2 等地と仮定すれば、土地発給代金は MNT 
272 百万となる。土地占有権の申請結果がまだ出ていないため、この結果および土地発給代金の

金額を確認する。 

ゲートは、プロジェクト完成後 PV システムの維持管理を効率的に行うため、空港敷地内から

PV システム据付地に直接出入りできるように、空港敷地の塀の一部を撤去して据付ける予定で

ある。工事期間中は空港敷地内の保安確保のため、ゲートの据付は行わず、PV システム据付工

事完了後、新設のフェンスにて保安が確保できて時点で、民間航空庁がゲートの据付工事を行

う予定である。ただし、空港敷地の外側から、つまり新設フェンスのゲートからの出入りで、

維持管理業務に支障がないと判断できれば、既設塀へのゲート据付は行わない。 

(3) 積算条件 

(i) 積算時点: 2009 年 12 月 
(ii) 為替交換レート: USD 1.00 = 93.97 円、MNT 1.00 = 0.065 円 

積算時点前月末までの過去 6 ヵ月間(2009 年 6 月 1 日から 2009 年 11 月 30 日まで)の平

均値である。米ドル(USD)は三菱東京UFJ銀行が公表する日本円対米ドルTTSレート、

モンゴルトゥグルグ(MNT)はモンゴル中央銀行が公表するモンゴルトグログ対日本円

レートを日本円対モンゴルトグログに換算したものである。 
(iii) 施工期間: 実施工程に示したとおりである。 
(iv) その他: 積算は日本国政府の無償資金協力の制度を踏まえて行った。 

3-5-2 運営・維持管理費 

系統連系 PV システムの年間維持管理費を表 3-5-2-1 のように算定する。 

表 3-5-2-1  系統連系 PV システムの維持管理費 

項目 年間維持管理費 
1. 日常業務の人件費 MNT 9,600,000 (624 千円)
2. 機材費(兼 予備費) MNT *,***,*** (***千円)
3. 土地使用料 MNT 22,440,000 (1,458 千円)

合計 MNT **,***,*** (*,***千円)
出所: JICA 調査団作成 

系統連系 PV システムは、基本的にメンテナンスフリーであり運営・維持管理業務を行う要員

の投入量は少ない。実際に運用保守業務を行うエンジニアレベルの要員投入量を月に 0.5 人月、

管理業務に対する課長レベルの投入量を月に 0.2 人月と仮定する。民間航空庁のエンニアレベル

および課長レベルの平均的な給与は、それぞれ MNT 1,000,000/月、MNT 1,500,000/月である。こ

れより、年間人件費は、MNT 9.6 百万( = (1.0 × 0.5 + 1.5 × 0.2) x 12 ヵ月)となる。 



JICA   協力準備調査報告書 
太陽光を活用したクリーンエネルギー導入計画準備調査(モンゴル国) 

日本工営株式会社 33 2010 年 6 月 

系統連系 PV システムの構成部品に短期間で交換の必要となる部品や消耗品は含まれない。こ

のため、具体的な機材を想定した積み上げによる機材費算定は行わず、機材調達費(***百万円)
の 0.1%、***千円/年を計上する。この機材費分は交換部品など機材購入の必要が無ければその

まま積み立て、将来寿命による部品交換に備えるとともに、偶発的な事故や故障への緊急時に

活用する予備費とする。 

土地使用料は継続的に支払う土地使用代金で、単価は 1 m2 あたり MNT 110/月である。従って、

占有権を申請している土地 17,000 m2 に対して、年間の土地使用料は MNT 22,440,000 となる。 

全体の年間維持管理費は MNT **,***,***と算定される。 

3-6 協力対象事業実施に当たっての留意事項 

モンゴルは、11 月から 3 月まで日中でも気温は零下となり、冬季の気温が-40℃を下回ることも

ある。したがって、事業実施にあたっては、以下について留意する必要がある。 

 調達機材は、寒冷地でも問題なく動作するものとし、仕様にも明記する。 
 10 月 15 日～3 月 14 日まではコンクリート打設作業が禁止されていることから、その期間

にはコンクリート打設作業を行わない施工計画とする。 
 冬季に地面が凍結し、その影響により地盤が浮き沈みすることから、太陽電池アレイ用架

台基礎の設計は、地面の凍結の影響を考慮する。 
 制御装置(精密機器)が設置されるコントロールハウスは、冬季でも室内が零下にならないよ

うな断熱設計とする。 

寒冷地であることによる上記留意事項のほか、以下について留意する必要がある。 

 モンゴルでは再生可能エネルギーによる系統連系および系統への逆潮流による売電の実績

がないため、接続先となるウランバートル配電公社との系統連系に係る技術的な協議、売

電契約交渉に関して、メーカー専門員による技術指導およびコンサルタントによるソフト

コンポーネントにより CAAM をサポートする必要がある。 
 プロジェクトサイトは、空港隣接地であり、空港施設の一部として管理されることから、

機材の仕様、施工および運転維持管理については、航空保安上の規定も十分考慮する。 
 プロジェクトサイトは、もともとウランバートル市が管理していた土地であることから市

への報告、市からの指導に対しての対応が必要となる。 
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